
せてくれますが、具体的な漏洩箇所まで
は判別できません。他方、石鹸水は目視
により、漏洩箇所が泡により一目瞭然で
分かります。点検調査時は石鹸水中心で
実施するよう心がけており、その上でリ
ークテスターを使用することに気を配っ
ています。機械に頼り過ぎず、デジタル

（機械）とアナログ（人の目）による使
い分けが大事だと感じています。

（編）：貴社が集中監視システムに取り組んだ
経緯や進捗、今後の展望についてお聞か
せ下さい。

  日々の訪問を通じて消費者に保安周知  

（編）：最近のＬＰガス保安について感じてい
ることをお聞かせください。

宮﨑：まず一般家庭のＬＰガス保安について
ですが、消費者の保安に対する意識はＬ
Ｐガス販売事業者を信頼しきっていて、
すべて安全と思っているように感じま
す。お客さま自身がガス機器の安全装置
についてそれほど細かく知らなくても、
ＬＰガスの供給・消費設備には安全装置
が付いていることもあって安全だと思っ
ているようです。確かに昔は、家庭にお
ける事故の代表例だった天ぷら油火災事
故も、最近ではほとんど聞かなくなりま
した。信頼されているのはありがたい話
ですが、保安に対する意識という点でＬ
Ｐガス事業者としては怖い話でもありま
す。最近では周知文書について、周知文
付きのカレンダー配布だけではなく、１
年間を通して日々の訪問時に周知してい
く大切さを感じています。

　　　当社では、点検・調査時のガス漏れの
有無について、リークテスターと石鹸水
を併用するようにしています。機械に頼
り過ぎると怖いと感じているからです。
リークテスターは音が鳴って漏洩を知ら

ＬＰガス保安優良事業者を訪ねて

　今回は徳島市に本社を置き、県内ほぼ全域でＬＰガス事業を展
開する「宮崎商事株式会社」を訪問し、徳島県エルピーガス協会
の協会長も務める宮﨑一成社長にお話を伺いました。

───── 訪問先 ─────

宮崎商事株式会社
宮﨑 一成社長

平成23年度経済産業省原子力安全・保安院長表
彰では、社員が優良業務主任者表彰を受賞した
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宮﨑：当社は長年取引のある伊丹産業（本
社・伊丹市、北嶋一郎社長）と連携し、
昭和62年に集中監視システム「ＡＣＵ
24」を導入しました。平成８年からは
当社に最適化した総合管理システムの導
入を指向し、東洋計器（本社・松本市、
土田泰秀社長）と連携して「ＭＡＣＳ（ミ
ヤザキ・アクション・コントロール・シ
ステム）」を導入しています。

　　　最近では、固定電話の利用世帯が減少
傾向にありますが、東洋計器とＫＤＤＩ
が共同で開発を進めるＩｏＴ技術の活用
により、集中監視システムの設置率100
％も夢ではなくなってきました。低消費
電力で広範囲の無線通信が可能になり、
自動で検針データを取得すれば、高齢の
独居老人宅への状況調査に活用できるこ
とで見守りサービスにもつながります。
県内の系列販売店にもリース提案して集
中監視の輪を広げれば、安全面や業務効
率も改善できると思います。

（編）：供給設備の期限管理状況についてお聞
かせください。

宮﨑：業界全体としては、マイコンメーター
の期限管理は進んでいるだろうと思いま

す。当社では圧力調整器についても、安
全使用期限での交換を徹底しており、自
主保安の向上を図っています。

（編）：消費機器における保安向上は、最新機
器への取り替え促進が重要ですが、機器
販売についてはいかがでしょうか。

宮﨑：消費機器については、お客さまへの経
年ガス機器のお取り換えをどう進めるか
がわれわれの役割になっているように思
います。お客さま宅のガス器具の経歴に
ついて一番知っているのは当然、われわ
れＬＰガス事業者です。「お客さま以上
に熟知している情報」をもとに、お客さ
まにさらなる安全をご提供することが必
要です。ある給湯器メーカーは、テレビ
ＣＭで「給湯器の買い替えは10年が目
安」とうたっていますが、その情報を十
分に活用し、買い替えの促進に注力して
いきたいと思っています。当社でもテレ
ビＣＭを放映していますので、取り替え
促進を強めていきたいと考えています。
最近では地域全般に頒布するチラシより
も、ダイレクトメールで個別のお客さま
ごとにアプローチする方が得策と考えて
販売促進をしています。

  災害対策で容器の鎖２本掛け推進  

（編）：災害対策として、どのような取り組み
を行っているでしょうか。

宮﨑：ガス放出防止型高圧ホースへの取り替
えは随時進めており、本社以外の事業所
でほぼ対策が完了しています。同じく
ＬＰガス容器への鎖の２本掛けについ
ても、目下対策を進めているところで
す。徳島県エルピーガス協会では50kg
容器を２本設置している現場への鎖２本
掛けを進めていますが、当社では50kg、

30kg、20kgと容量を問わず、設置環境
に応じて２本掛けを行っています。設備
工事担当者が行っていますが、２本掛け
になっていない設置現場を目にしたら、
つぶさにお客さまに声をかけるようにし
ています。

　　　そのほか毎年、地元・徳島県への地域
貢献活動の一環で、日本赤十字社を通じ
て各地の避難場所となる学校や公共施設
などに災害用移動炊飯器を設置していま
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す。一昨年の12月には阿南市加茂谷公
民館に、昨年２月には鳴門市堀江公民館
に災害用移動炊飯器を１基ずつ計２基寄
贈しました。県内への設置は合計で16
カ所になっています。

（編）：県協会でのＬＰガス常設化の取り組み
についてお聞かせください。

宮﨑：協会内の組織である「災害に強いＬＰ
ガス常設化推進委員会」と協会事務局が
中心となり、県内の各市町村への要望活
動を細めに行っています。平成29年に
は、県中部の山間地にある上勝町の庁舎
に据え置き型のＬＰガス発電機が導入さ
れました。台風や大雨の際、停電が起こ
りがちな町庁舎のバックアップ電源とし
て活用していただいています。また30
年11月には、市内の全小中学校の体育
館にＧＨＰを設置した大阪府箕面市を視
察しました。ランニングコストやメンテ
ナンスなどの課題はありますが、視察を
参考にして、災害時避難所となる学校体
育館への空調設備の導入を進めていきた
いと考えています。

（編）：今後の徳島県全体のＬＰガス消費傾向
について、展望をお聞かせ下さい。

宮﨑：各地域の高齢化が進めば、生活の利便
性を考えて徳島市中心部にお客さまが集
中する、つまり都市ガスの供給エリアに
集中する可能性があります。過疎地域で
はガソリンスタンドの廃止も進み、それ
に伴い灯油も利用が困難になるなど、環
境の変化もあります。当社の灯油をお使
いのお客さまにはＬＰガスへの燃料転換
をお薦めしていますが、都市部ではＬＰ
ガスとともに電力販売なども加え、生活
に関するあらゆるサービスの強化を図っ
ていきたいと考えています。また、標準

料金公表について、当社ではホームペー
ジと各事業所への掲示を実施していま
す。

（編）：入社時のエピソードで印象に残ってい
ることはありますか。

宮﨑：私は昭和45年に宮崎商事に入社しま
した。今でも覚えていることは、当時は
寝ずに働いて勤務時間はすべて販売店の
お客さまに合わせていたことです。早朝
から深夜まで販売店のために走ってい
ました。早朝４時から夜10時までは当
然で、大晦日は夜12時まで働きました。
販売店からは「ＬＰガスを大晦日中に届
けてほしい」と言われていたので、配送
車用に使っていたガソリンスタンドも

「宮崎商事が来るまでは閉めることがで
きない」と言って、元日の午前１時まで
開けてくれていたような時代でした。昭
和55年ごろまで続きました。時間を気
にせず仕事していましたが、もちろんや
りがいを感じていました。

（編）：宮﨑社長の趣味についてお聞かせくだ
さい。

宮﨑：卸事業者が共納先の販売店への支援競
争をしていた時代ですが、海部町など県
南部の方に行くときは、趣味の釣り竿片
手に行きました。販売店からＬＰガスの
配達の希望があれば即座に配送し、お客
さまが使用した残ガス容器を積んで会社
に戻るという生活でした。乱視のため最
近ではあまり釣りはやりませんが、ゴル
フはします。また、最近では郷土史研究
会が開く会合に参加しています。天皇陛
下が実施される「大嘗祭」で着用する「あ
らたえ」の着物は麻から作られ、県北西
部の美馬市木屋平（こやだいら）で作っ
ています。畑を管理し麻を植えて繊維を

─ 27 ─

ＬＰガス事業団広報　No.211



　宮崎商事は昭和37年に報国食料プロパン部として発足したのが始まりで、３年後の昭和40年
に現在の社名になった。同社と関連会社の徳島シティガスはゴールド認定保安事業者となってい
る。今年で56年目を迎えた宮崎商事の地元での愛称は「シティガスミヤザキ」だ。今後も消費
者に選ばれるシティガスミヤザキを目指して「お客様満足度向上」にまい進していく。

（会社の基本情報）

社　 名 ： 宮崎商事株式会社

所 在 地 ： 徳島県徳島市八万町大坪
20- ５

設　 立 昭和40年８月25日

資 本 金 1,000万円

代 表 者 ： 代表取締役社長　宮﨑一成

従業員数 ： 73人

事業内容 ： ＬＰガス・ガス機器・住宅
設備・灯油・米穀及び食品
販売、ＬＰガス容器検査、
ＬＰガス保安業務、ガス配
管工事、オートガススタン
ド、ガソリンスタンド

事 業 所 ： 本社・阿波工場・
牟岐工場・那賀販売所・
相生販売所

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

作る三木家と、機織りしてあらたえの着
物を作る忌部族がいます。地元の徳島を
掘り下げてルーツを探るのは非常に興味
深く面白いものがあり、会合にはできる
だけ参加しています。

（編）：座右の銘や大切にしている言葉はあり
ますか。

宮﨑：「先人の踏（とう）を求めず、求めし
ものを求む」が座右の銘でしょうか。先
人が行ってきたやり方をそのまま求めな
いが、先人が求めていたものは求めると

いう意味です。私のやり方で、ＬＰガス
事業の保安高度化と豊かな生活環境をご
提供することにより、社会貢献を実現し
ようと思います。例えば今後、時代の変
化とともにキャッシュレスへの対応も必
要となるでしょう。理想に対し、アプロ
ーチの仕方を変化させることが重要で
す。他には「他人の短所をいうなかれ、
自分の長所を説くなかれ」という空海の
言葉や、最澄の言葉で己を忘れて他を利
するという意味の「忘己利他（もうこり
た）」などは大切にしている言葉です。
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